








要約:血友病 A 保因者の妊娠早期の胎盤絨毛細胞を試料に、まず、Y 染色体特異プローブ

(DYZ1)にて性別診断を行い、同時に 2 種類の第Ⅷ因子遺伝子内 RFLP,BclI/intron18 と

XbaI/intron22 を利用して 9例の血友病 A出生前診断を行った。9例中 6例は女児で妊娠を

継続した。うち 3例が保因者、3例が非保因者であった。3例は男児で、うち 2例が患者で

人工妊娠中絶を施行した。1 例は非血友病 A で娠妊を継続した。本法には種々の制約があ

るものの、妊娠の早期に、かつ、ほぼ確実に出生前診断が可能であった。 


